




「探査機」10円

光速よりも早いワープ技術の発達により、遠い星への移動が身近となった。資源の枯渇した地球のために、幾つもの探査機が飛びまわっていた。宇宙飛行士のグランツは、ある星に着陸するところだ。グランツは、眉毛まで隠れる前髪と、鼻が高いのが個性的である。
円盤型の宇宙船が、星に着陸した。
「土星の衛星タイタン、この星は特別だ」
相棒のエドワードは、短髪で冗談ばかりを口にする男だった。
「この星を新しい植民地にしよう」
「タイタンを？」
「ここならメタンハイドレードもあるし、地球から近い」
「だが、生命がいるらしいぞ」
「生命？取引できるならするさ」
「言葉が通じるかどうか」
「んー、なら」
腰のピストルに手を掛けた。
「バーンといっちゃいましょうか」
「なんという、強引な」
「お前さんも、早く地球に戻りたいだろ」
エドワードには、婚約者が待っており、グランツには、妻と子供が待っていた。
「確かにそうだけど」
「じゃあ決まりだな」
エドワードはすたこら歩き始めた。
「それじゃ行くぜ」
グランツは、迷いもあり遅れをとった。
「おい、エドワード待てよ」
グランツは追いかけた。


　衛星タイタンの地表は、基本的に石と砂でできている。夏季と冬季で、メタンハイドレードは蒸発し、反対の極地へ移動する。
「お、見つかったぞ」
エドワードが先に見つけた。
「もう見つけたのか早いな」
二人は大きな湖を発見した。黒い液体が広がっている。異臭もたち込めるが、宇宙服の二人には臭わなかった。
「不気味に黒いな」
「あれだろ」
グランツは、黒い液体を調べる。触るとねばねばして硬い。採取した黒い液体を、試験管の中に入れ様子を見守る。
「メタンハイドレードだ」
メタンハイドレードは、アスファルトの材料としてよく使われる。
「やったな」
「これだけあれば、一生遊んで暮らせるぞ」
「違いない」
グランツは、ふと疑問が沸いてきた。
「なぜ、太陽系のこんな近くの星が、手つかずのまま残っていたのだろうか」
「神様の贈り物じゃないか」
「神様か」
「宇宙船に載せれるだけ載せて、あとは輸送船に任せようぜ」
「そうだな」
「グランツ、スコップを頼む」
「オッケー」
後ろを振り返ると、宇宙船が見えた。宇宙船は、なにやら黒い液体で覆われていた。
「あれ、宇宙船が」
「どうしたグランツ？」
グランツは、急いで宇宙船に戻る。
必死に液体を剥がそうとするが、少ししか剥がれなかった。
「こいつらは生きている……」
「まさか」
「いずれ硬化が起こり、タイタンと宇宙船が一体化するだろう」
エドワードがピストルで打ってみたが、焼け石に水だった。
「エドワード、俺たちはもう地球に帰ることはできないよ」
「なら、俺が食ってやるよ」
「馬鹿、冗談だろ」
「これしか方法はねえよ」
エドワードは、黒い液体を口の中に放りこんだ。
「うう……」
「だいじょうぶか？吐き出せ」
「苦しい」
エドワードの手や足の先が黒色に染まり始めた。
「エドワード？！」
服も黒に着色され、ドロドロと液体状に変化していく。
やがて、グランツの足元に、黒い水たまりができた。
「俺は」
グランツは、黒い液体を片手に、もう一方の手でピストルを握った。


完



